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地域の絆守るため地域の絆守るため

受け継がれる伝統芸能
―請戸の田植踊―

　８月21日、いわき市のアクアマリンふくしまで、民俗
芸能合同公演イベント「海道の歴史と文化に学ぶ」が開
催されました。第二部の民俗芸能公演では、請戸芸能保
存会による「請戸の田植踊」が行われました。
 今年２月の安波祭の際のメンバーを中心に踊り子が集
まり、復興への願いを込め、見事な田植踊を披露しまし
た。公演後、浪江町民をはじめ、会場に訪れた多くの観
客から大きな拍手が送られました。

地域の絆守るため
　樋渡牛渡地区の皆さんが、農作物栽培を通じて、地域
住民の交流・親睦を図るため「きずなファーム」を立ち
上げました。
 福島市内の農地を茂木健一さん（福島市）から無償で
お借りし、区長を総括責任者として現在17名の方が参加
しています。
 庶務会計を担当している亀田和行さんは、「みんなと会
って話がしたいから、遠くからでも集まる。顔を合わせ
て一緒に作業をし、地域の絆を守っていきたい。」と話し
てくださいました。
 栽培した作物の販売開始を目標に、みんなで元気にが
んばっています。



ままままままちちちちちちちちははははははは今今今今今今今まままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちはははははははははははは今今今今今今今今今今今ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今 　平成23年３月11日、私たちを襲った大震災から６カ
月が過ぎようとしています。
 今、町はどのようになっているのか。現在の町の様
子をお届けします。

役場屋上から見た町の様子①役場屋上から見た町の様子①

新町通り新町通り

マリンパークなみえマリンパークなみえ

請戸地区請戸地区 幾世橋地区幾世橋地区

苅野小学校苅野小学校 陶芸の杜おおぼり陶芸の杜おおぼり

役場うしろ国道１１４号役場うしろ国道１１４号

役場屋上から見た町の様子①

新町通り

マリンパークなみえ

請戸地区 幾世橋地区

苅野小学校 陶芸の杜おおぼり

役場うしろ国道１１４号 役場屋上から見た町の様子②役場屋上から見た町の様子②役場屋上から見た町の様子②

 ３月11日、地震・津波により多く
の家屋が全壊し、死者144名、行方
不明者40名（８月16日現在）と多く
の尊い命が犠牲となりました。そし
て、福島第一原子力発電所事故によ
る避難指示。
 一日３回食事をすること。
 毎日お風呂に入ること。
 あたたかいお布団で寝ること。
 友だちと一緒に勉強すること。
 家族と一緒にいること。
 “あたり前”だと思っていたすべ
てのことが“あたり前”ではなく、
とても幸せなことだったのだとあら
ためて気付かされました。
 家を失い、大切な人を亡くし、ふ
るさとを追われ、今もなお苦しい避
難生活は続いています。
 それでも現実を受け止め、前に進
まなければなりません。
 少しずつ、一歩ずつ、前へ―。
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８
月
15
日
は
、
66
回
目
の
終
戦
記
念
日

で
し
た
。
皮
肉
に
も
私
た
ち
は
、「
目
に

見
え
な
い
や
っ
か
い
な
敵
」
放
射
能
と
闘
っ

て
お
り
、
故
郷
に
帰
還
す
る
に
し
て
も
こ

の
敵
を
低
減
化
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

県
内
に
お
い
て
大
学
等
の
研
究
グ
ル
ー
プ

が
、
実
証
実
験
・
汚
染
調
査
を
進
め
一
部

成
功
し
て
い
ま
す
が
、
実
践
段
階
で
の
除

染
は
い
つ
に
な
る
か
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。

東
大
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
総
合
セ
ン
タ
ー
長
の

児
玉
教
授
は
、「
日
本
に
は
化
学
、
放
射

線
除
去
、
土
木
建
築
な
ど
世
界
に
冠
た
る

メ
ー
カ
ー
が
あ
る
。
こ
の
業
種
間
交
流
を

深
め
、
除
染
技
術
を
共
同
で
開
発
す
る
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
福
島
県
に
設
置
す
べ
き
」

と
提
案
し
て
い
ま
す
。
政
府
・
東
電
は
、

こ
の
提
案
を
受
け
入
れ
、
早
急
に
除
染
活

動
に
専
念
し
、
一
刻
も
早
く
放
射
線
の
呪

縛
か
ら
解
き
放
た
れ
、
帰
町
し
た
い
も
の

で
す
。

 

さ
て
、
今
年
の
お
盆
は
祖
先
・
新
盆
の

お
墓
参
り
が
で
き
な
い
異
郷
の
地
で
の
御

霊
へ
の
合
掌
と
な
り
、
大
変
残
念
至
極
で

あ
り
ま
し
た
が
、
８
月
11
日
震
災
か
ら
５

カ
月
を
契
機
に
、
二
本
松
市
商
店
街
連
合

会
「
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」
の
ご
厚
情

に
よ
り
、「
相
馬
流
山
お
ど
り
」「
浪
江
町

盆
踊
り
大
会
」
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
多
数
の
町
民
参
加
の
も
と
盛
大
に
開
催

さ
れ
、
再
会
で
き
た
こ
と
、
誠
に
幸
甚
に

思
い
ま
す
。「
浪
江
町
の
伝
承
文
化
」
が

蘇
り
、
故
郷
に
思
い
を
ひ
と
つ
に
し
た
感

動
の
一
日
で
あ
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
、

思
い
や
り
の
あ
る
二
本
松
市
の
関
係
機
関

各
位
、
な
ら
び
に
浪
江
町
新
町
商
店
会
、

相
馬
流
山
保
存
会
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
ご
先
祖
さ
ま
へ
多
少
な
り
と

も
ご
供
養
に
な
っ
た
と
存
じ
ま
す
。

 

ま
た
、
町
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
最

優
先
課
題
は
、
避
難
先
で
も
被
災
元
で
も

従
前
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
要

請
し
て
い
く
こ
と
。
さ
ら
に
、
損
害
賠
償
・

補
償
の
中
間
指
針
を
踏
ま
え
、
明
記
さ
れ

な
か
っ
た
原
子
力
賠
償
も
含
め
県
弁
護
士

会
と
協
調
し
、
本
払
い
に
臨
み
た
い
と
考

え
ま
す
。

 

結
び
に
、
今
夏
は
熱
い
日
が
続
き
ま
し

た
。
残
暑
も
続
く
も
の
と
思
い
ま
す
の
で
、

体
調
管
理
に
十
分
気
を
つ
け
て
お
暮
ら
し

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
祈
願
し
て
お
り
ま
す
。
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ポンプ車操法の部 県大会出場ポンプ車操法の部 県大会出場ポンプ車操法の部 県大会出場

浪江町の盆踊り

埼玉県毛呂山町（井上健次町長）から時

計と義援金が届けられました。

埼玉県災害対策本部の取り組みとして、

埼玉県内の各市町村が分担して、福島県内

の各被災市町村を支援していただけること

となり、毛呂山町が浪江町の支援町となり

ました。

今回贈られた時計は、二本松市内に開校

した浪江小・中学校の各教室に飾られます。

合同会社こころざし様（代表 志村・オ

リオン・冬樹さん）から神奈川県茅ケ崎

市の沖縄料理店「茅ケ崎チャンプルー」

に来店された多くのお客さまから寄せら

れた義援金が届けられました。

ＤＵＡＬ株式会社様（東京都）から扇

風機20台を寄贈していただきました。扇

風機は避難所に設置されました。

ありがとうございました

幸せをよぶ金魚

８月９日、海援隊の皆さん（武田鉄矢さん、中牟田俊男さ

ん、千葉和臣さん）が浪江町民を歌で励まそうと二本松市の

安達体育館を訪れました。「贈る言葉」や「母に捧げるバラー

ド」などを熱唱し、訪れた町民らに元気を与えてくれました。

また、役場二本松事務所も訪問され、職員らに激励の言葉

をかけてくださいました。

浪江に元気を

８月11日、二本松市の方々

のご協力を得て、二本松の夏

祭り会場で「浪江町の盆踊

り」と「相馬流れ山踊り」が

開催されました。

会場では、多くの町民が集

まり浪江の文化に触れ、ふる

さと浪江の復興に向け思いを

ひとつにしました。

また、このほか福島市の仮

設住宅や岳温泉でも浪江町の

盆踊りが行われました。

８月17日現在、522件２億7,254万6,584円の義援金が寄せ
られています。このうち、１億6,600万円が各世帯へ配分され
ています。皆さまの温かいご支援、ありがとうございます。

浪江町への
義援金

金魚には、浪江町の町章と金魚には、浪江町の町章と
「がんばっぺ「がんばっぺ　なみえ」のなみえ」の
文字が刺繍されています文字が刺繍されています

金魚には、浪江町の町章と
「がんばっぺ　なみえ」の
文字が刺繍されています

も　ろ　やま

大堀小

請戸小幾世橋小

コスモス幼稚園津島保育所

北塩原村のペンションに避難されている永井敏さん（大堀）

は、お世話になったペンションの方への感謝の気持ちや復興へ

の願いを込めて「幸せをよぶ金

魚」を作られています。

ひとつひとつ手作りさ

れ、ペンションや訪れ

た方に手渡されていま

す。永井さんは、「暗い

話題ばかりなので、明

るい話題になれば…。」

と話してくださ

いました。
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ポンプ車操法の部 県大会出場ポンプ車操法の部 県大会出場ポンプ車操法の部 県大会出場

８月７日、ヤングプラザスポーツ少年が全日本ジュニ

ア綱引選手権大会に出場しました。

同スポ少では、震災後団員がばらばらになり、十分な

練習をすることができませんでしたが、大会前１週間、

猪苗代町で合宿を行い、心をひとつにして大会に臨みま

した。みごと280キロ以下の部で３位入賞を果たし、町

に元気と勇気を与えてくれました。

津島保育所とコスモス保育園で４カ月遅れの修了式が行わ

れ、ひとりひとりに修了証書が手渡されました。

久しぶりの友だちとの再会に、子どもたちの元気な声が響

きわたりました。

３月に卒業した町内各小学校の６年生（現・中学１年生）に、

卒業証書が手渡されました。

４カ月遅れの「卒業式」となりましたが、卒業生たちはひとつ

の区切りをつけ、新たな道を歩き出しました。

また会おうね

修了おめでとう

心をひとつに

８月１日～７日の７日間、浪江町の小学生20名が「長渕剛  

TRY  AGAIN  for  JAPAN  福島っ子  鹿児島サマーキャンプ  in  

霧島」に参加し、鹿児島の自然と夏を満喫しました。

鹿児島では、無人島で魚釣りや長渕さんとのマリンスポーツ、

新極真空手などを体験しました。

長渕さんをはじめ、霧島市長、霧島市おやじの会の皆さま、ホー

ムステイのご家族などのあたたかい気持ちにふれ、子どもたちは

忘れることのない最高の夏の思い出を作ることができました。

大自然を満喫

卒業生数
浪 江 小　105名
幾世橋小　 29名
請 戸 小　 19名
大 堀 小　 38名
苅 野 小　 29名
津 島 小　 10名

 合計　　230名

金魚には、浪江町の町章と
「がんばっぺ　なみえ」の
文字が刺繍されています

大堀小大堀小

請戸小請戸小幾世橋小幾世橋小

コスモス幼稚園コスモス幼稚園津島保育所津島保育所

大堀小

請戸小幾世橋小

コスモス幼稚園津島保育所
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問合せ
申込み
電　話
ファックス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
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���������������������

つながる��こころ

町民の皆さまから寄せられた
メッセージをご紹介します。

皆さまからのメッセージ　　　
　　　　　お待ちしています。

はがきなどに①メッセージ（100字以内）②氏
名（本名を載せたくない方はその旨と、ペンネー
ムなどを併せて記入。）③年齢④浪江町の住所
⑤避難先住所を明記の上、郵送してください。

〒964－0904
二本松市郭内一丁目196－1（福島県男女共生センター内）
　浪江町役場二本松事務所「広報なみえメッセージ係」
※お寄せいただいたメッセージは、必ず紹介されるわ
けではありません。

　　行政運営班　　0243－62－0123

浪江町のみんな！元気にしていますか？
全国でそれぞれがんばっていると思います。
おじいちゃん、おばあちゃん、体こわさないで
ください。
お父さん、お母さん、お疲れさまです。
そして、子どもたち。みんな元気でがんばって
ね。
白河に避難している皆さん。みんなで集まりた
いですね。　　　　　（まめぞう　さん・白河市）

谷津田老人クラブ（朋友会）の皆さん、
お元気ですか。
私は、植田（いわき市）に避難しています。元
気でいます。
皆さんのことが目に浮かんだり、案じてもいま
す。原発が収束すれば、必ず谷津田に帰れると
思います。また、皆さんと会える日を待ってい
ます。お元気で。
　　（谷津田老人クラブ  菊池善次郎さん・いわき市）

郵
送
先
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浪江のこころ通信

■
避
難
先
沖
縄
で
の
忘
れ
ら
れ
な
い

朝
ご
は
ん

３
月
末
に
、
娘
夫
婦
と
沖
縄
に
避

難
し
た
。
だ
け
ど
、
沖
縄
に
親
戚
や

友
人
が
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
ど
こ

に
行
っ
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
か

っ
た
。
情
報
を
求
め
て
県
庁
に
行
っ

た
と
き
、
那
覇
市
の
赤
嶺
団
地
自
治

会
長
さ
ん
と
出
会
い
、
す
ご
く
親
切

に
し
て
も
ら
っ
た
。
次
の
日
か
ら
団

地
に
入
る
こ
と
が
で
き
、
孫
の
小
学

校
の
手
続
き
か
ら
掃
除
や
畳
、
布
団
、

食
べ
物
の
準
備
ま
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
婦

人
会
、
同
じ
団
地
の
方
々
に
や
っ
て

い
た
だ
き
本
当
に
よ
く
し
て
も
ら
っ

た
。
お
隣
の
方
が
「
こ
れ
作
っ
た
か

ら
食
べ
て
ー
」
と
、
朝
ご
は
ん
に
た

く
さ
ん
の
お
に
ぎ
り
と
ス
パ
ム
と
卵

焼
き
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
と
き
は
、

本
当
に
う
れ
し
く
っ
て
涙
が
出
た
よ
。

一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
。

■
琉
球
か
す
り
と
の
出
会
い

知
ら
な
い
土
地
で
何
も
し
な
か
っ

た
ら
気
持
ち
も
暗
く
な
る
け
ど
、
私

（
万
里
子
さ
ん
）は 

”琉
球
か
す
り
“
と

い
う
織
り
物
と
素
晴
ら
し
い
出
会
い

を
し
た
。
初
め
て
か
す
り
に
触
れ
た

と
き
「
す
ご
い
な
ー
、
い
い
な
ー
。

織
っ
て
み
た
い
！
」
と
思
っ
て
い
た

ら
、
縁
あ
っ
て
織
り
を
さ
せ
て
も
ら

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
お
も
い
っ
き

り
糸
に
触
ら
せ
て
も
ら
っ
て
、
教
え

て
も
ら
っ
て
、
毎
日
が
わ
く
わ
く
ド

キ
ド
キ
。
こ
れ
か
ら
反
物
も
織
ら
せ

て
い
た
だ
け
る
の
で
、
今
は
、
織
り

を
ま
っ
と
う
し
た
い
と
い
う
目
標
が

あ
る
。

■
育
て
て
も
ら
っ
た
浪
江
町
　

浪
江
町
は
、
山
の
物
も
海
の
物
も

お
い
し
い
食
道
楽
の
ま
ち
。
魚
は
、

ヒ
ラ
メ
、
オ
コ
ゼ
、
カ
ワ
ハ
ギ
、
フ

グ
、
タ
イ
、
カ
レ
イ
な
ど
が
豊
富
に

と
れ
る
。
浪
江
町
で
居
酒
屋
を
や
っ

て
い
た
と
き
は
、
魚
の
料
理
が
メ
イ

ン
だ
っ
た
。
オ
コ
ゼ
や
カ
ワ
ハ
ギ
、

生
ダ
コ
の
薄
造
り
と
か
ね
。
ビ
ー
ル

と
一
緒
に
出
し
て
い
た
ん
だ
よ
。
う

ち
の
ビ
ー
ル
は
お
い
し
い
っ
て
お
客

さ
ん
に
も
言
っ
て
も
ら
っ
て
…
懐
か

し
く
て
涙
が
出
そ
う
。
浪
江
町
は
、

一
生
懸
命
や
る
人
を
す
ご
く
応
援
し

て
く
れ
る
情
の
厚
い
ま
ち
で
、
30
年

住
ん
で
い
た
私
た
ち
は
本
当
に
浪
江

町
に
育
て
て
も
ら
っ
た
。
何
度
、
浪

江
の
み
な
さ
ん
に
助
け
て
も
ら
っ
た

か
わ
か
ら
な
い
。
浪
江
町
に
骨
を
う

ず
め
る
つ
も
り
で
い
た
の
に
、
ま
さ

か
沖
縄
に
避
難
す
る
日
が
く
る
な
ん

て
思
い
も
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら

先
、
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
、

地
に
足
を
つ
け
な
い
と
何
も
で
き
な

い
。
沖
縄
に
渡
っ
た
今
は
、
沖
縄
の

地
に
足
つ
け
て
生
き
て
く
し
か
な
い

よ
ね
。

■
心
を
強
く
、
前
へ

全
国
に
避
難
し
て
い
る
人
み
ん
な
、

さ
み
し
い
気
持
ち
で
い
る
と
思
う
。

自
分
が
悪
い
わ
け
で
も
な
い
、
目
に

見
え
な
い
相
手
と
自
然
災
害
に
や
ら

れ
て
い
る
。
心
を
折
ら
れ
な
い
よ
う

に
、
心
を
強
く
ひ
と
つ
に
し
て
前
に

進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

八幡喜美男さん・万里子さん
取材者：ＮＰＯ法人まちなか研究所わくわく  宮道・下地
取材日：８月９日

地に足つけて、心をひとつに前へ進みましょう

 権現堂字蛭子町では、地元で取れる魚をメイン
料理とした居酒屋「北のだいどころ」を経営。お
店の仕込み中に震災にあった。３月12日には、
親戚を頼り埼玉県へ避難。その後、娘夫婦ととも
に沖縄へ渡り、現在は沖縄県糸満市で夫婦二人で
生活をしている。

▲喜美男さんと琉球かすり織りに励む万里子さん

沖縄県
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　平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そ

して福島第一原子力発電所の事故により、福島県

内外に分散避難した浪江町民。長期化する避難生活、

先の見えない不安の中で、町民の皆さんがどのよ

うな思いで生活し、ふるさとへの思いを抱いてい

るのか。

　こうした町民の思いをつなげるために、“浪江

のこころプロジェクト”が立ち上げられました。

東北圏地域づくりコンソーシアム推進協議会（※）

が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学等の皆さ

んが取材を進め、浪江町との連携のもと「浪江の

こころ通信」が編集・発行されます。

　浪江のこころプロジェクトは、分散避難してい

る町民の皆さんの声を「浪江のこころ通信」を通

してお届けし、ふるさと浪江町がかつての暮らし

を取り戻すことへの願いとこだわりを発信・共有

しようとするものです。

※東北圏地域づくりコンソーシアム推進協議会は、
東北圏（７県）の地域コミュニティ再生や協働
のまちづくりの推進を目的として、大学、ＮＰＯ、
企業、経済団体、行政等が連携したコミュニテ
ィ支援ネットワーク。仙台が本拠地。

浪江の

通信こころ通信通信通信こここここここころころろろ

「浪江のこころ通信／第３号」への
感想をお寄せください。

● 第３号 ●

【連絡先】〒976－0904 福島県二本松市郭内一丁目196－1
男女共生センター内 浪江町役場二本松事務所
　「浪江のこころ通信」宛

FAX.0243－22－4261

������������������
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浪江町でも川俣町に近い津島で酒屋を営み、我が家

で食べるお米や野菜を作りながら、空気も水も本当に

きれいなこのふるさとで、心豊かに老後を送るつもり

でした。

20年間、村おこしにも関わってきました。春から夏

にかけては植樹やスポーツ大会、ビアガーデンなどを

催し、11月には今年で21回を迎えるはずだった「いき

いき夢まつり」を開いていました。予算は少なかった

けれども、婦人会や交通安全協会、地元の会社、青年

団など地域のさまざまな団体がそれぞれの得意なこと

を生かし、毎年、自慢のキノコの季節に手作りの祭り

を行ってきました。この間、中ノ沢温泉（猪苗代町）

にこの祭りのメンバーが集まることができ、１～２年

くらいで戻れるならば再び祭りを興したいなどとふる

さとの話をしてきました。

この福島市では、埼玉の私の妹のところに避難して

いる母親もまもなく一緒に住むことになります。祖母、

私たちと息子夫婦の５人が再び一緒になり、浪江に帰

れる日を待ち望んでいます。▲転居間もない福島市の自宅で、奥さまとご一緒に。

　津島の自宅で震災に遭い、入院中の母親の搬送
とともに、ご夫妻と息子さん夫婦の家族４人で原
発事故直前に福島市へ避難。福島市から二本松市
の避難所、親戚を頼って新潟県新潟市西区へ。さ
らに、４月半ばから耶麻郡磐梯町での二次避難を
経て、７月末に福島市に転居した。

伊丹　希偉さん
取材者：特定非営利活動法人  市民公益活動パートナーズ  古山
取材日：８月６日

一番遠くの避難先から今、福島市に。
ようやくふるさとへ“半分の距離”

福島県

浪
江
で
の
生
活
を
思
い
出
し
て

み
る
と
、
本
当
に
温
か
い
人
、
思

い
や
り
の
あ
る
や
さ
し
さ
人
が
多

か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
結
婚
を

機
に
住
み
始
め
ま
し
た
が
、
地
域

の
さ
ま
ざ
ま
な
役
、
婦
人
消
防
隊

長
、
保
護
司
、
結
婚
相
談
所
所
長

な
ど
も
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

私
の
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。
特

に
「
十
日
市
」
は
印
象
的
。
３
日

間
の
イ
ベ
ン
ト
の
司
会
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
震
災
が

無
け
れ
ば
、
今
も
浪
江
で
い
ろ
ん

な
役
を
楽
し
く
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
た
は
ず
…
と
思
う
と
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
。
帰
っ
た
ら
ま

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
行
政
の
サ
ポ
ー

ト
、
地
域
の
方
の
お
世
話
を
し
た

り
相
談
に
の
り
た
い
で
す
ね
。

国
や
行
政
機
関
に
お
願
い
し
た

い
の
は
、
方
針
を
明
示
し
は
っ
き

り
し
た
情
報
を
出
し
て
欲
し
い
と

い
う
こ
と
。
こ
れ
ら
が
分
か
ら
な

い
か
ら
自
分
が
ど
う
す
べ
き
か
決

め
ら
れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
お
願
い
し

ま
す
。

現
在
は
こ
の
よ
う
な
状
況
で
す

が
、
空
白
の
期
間
に
し
て
は
だ
め

だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
な
り
の
仕

事
や
楽
し
み
を
持
ち
、
自
分
の
人

生
の
今
を
大
切
に
生
き
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

木
幡
　
豊
子
さ
ん

取
材
者:

地
域
社
会
デ
ザ
イ
ン
・
ラ
ボ  

遠
藤

取
材
日:

８
月
11
日

宮城県

一
番
の
財
産
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

築
い
た
絆
。
だ
か
ら
今
の
私
が
あ
る
。

　震災後、相馬の避難所、川俣
町の親戚宅を経て、現在は以前
に住んだことがある仙台市で夫、
長男夫婦とともに４人で暮らす。
今は市内でフルタイムの仕事を
始め忙しい日々。休日は、浪江
町在住時の知人や友人と会った
り、担当する役職の会合で出か
けていることが多い。

▲仕事帰りに仙台駅前で撮影

������������������

今
の
学
校
は
、
前
の
学
校
と
同

じ
ひ
と
ク
ラ
ス
だ
け
ど
倍
以
上
の

人
数
が
い
ま
す
。
友
だ
ち
も
た
く

さ
ん
で
き
ま
し
た
。
朝
は
７
人
の

班
で
20
分
く
ら
い
か
け
て
登
校
し

ま
す
。
前
の
家
の
よ
う
に
広
い
庭

で
友
だ
ち
と
遊
ん
だ
り
す
る
こ
と

は
で
き
な
く
な
っ
た
け
れ
ど
、
夏

休
み
は
外
で
遊
ん
だ
り
、
友
だ
ち

の
家
に
行
っ
た
り
、
隣
の
部
屋
に

い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
過
ご
し
た

り
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や
Ｄ
Ｓ
で
遊

ん
で
い
ま
す
。
お
兄
ち
ゃ
ん
と
妹

と
僕
で
お
風
呂
掃
除
の
お
手
伝
い

も
し
て
い
ま
す
。

今
、
お
父
さ
ん
は
広
野
に
、
お

母
さ
ん
は
い
わ
き
市
に
勤
め
に
行
っ

て
い
ま
す
。
遠
い
の
で
ち
ょ
っ
と

大
変
そ
う
で
す
。

浪
江
の
友
だ
ち
の
連
絡
先
を
お

母
さ
ん
が
知
っ
て
い
る
の
で
、
連

絡
を
と
っ
て
行
き
来
も
し
ま
し
た
。

ま
た
、
み
ん
な
で
遊
び
た
い
で
す
。

横
山
　
竜
巳
く
ん

取
材
者:

茨
城
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
コ
モ
ン
ズ

　
　
　
　
天
井

取
材
日:

８
月
12
日

ま
た
、
み
ん
な
で
遊
び
た
い

　横山竜巳、小学４年生です。浪江町
請戸に住んでいました。津波で家は流
されてしまい、浪江町は避難区域なの
で、新潟県へ避難した後にゴールデン
ウィークごろから茨城県北茨城市のア
パートに家族５人で住んでいます。

自宅は新築したばかりで海沿いではなかったので

損壊は免れましたが、地震の翌朝、町の防災無線で

避難指示があり慌てて避難をしました。そこから福

島市の体育館、ホテルなどを経て現在、３カ所目で

ある日立市内の民間住宅に引っ越してきました。

住宅はもちろん、次女の新しい中学の制服や自転車、

学校に置きっぱなしのお気に入りの洋服、近所の方々

との交流などすべて置き去りにしなければならなかっ

たのは残念です。

しかし、無邪気で明るい４歳の末っ子がいることで、

避難所でも家族内でも暗くならずにいられました。

でも、そんな彼女も緊急地震速報のアラームが鳴る

とかなり不安がるので、あまり表には出さないけれ

どダメージが大きいのかな、とも思います。

浪江に帰れるならずっと暮らしていくつもりで建

てた家なので片付けもしたい、近所の方々や友だち

にも会いたいなあ。早く元の生活にも戻りたいし、

大変なことも多いけれど、自分たちはまだ恵まれて

いるほうだと思います。

戻って落ち着いたなら家を流されたりして困って

いる方を助けたいです。

▲渡辺智子さんとお子さんたち

▲左から竜巳くん、妹・日向子ちゃん、

　兄・隼太郎くん

　田尻の新築したばかりの自宅で地震にあった渡
辺さんは、お子さん４人と会社員の旦那さまとの
６人家族。８月に入ってから茨城県の日立市にあ
る民間住宅に移って生活している。

渡辺　智子さん
取材者：茨城ＮＰＯセンターコモンズ  石川
取材日：８月13日

戻る日まで前を向いて
茨城県

茨城県
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震
災
後
の
津
波
で
、
自
宅
、
蔵
、

仕
込
ん
だ
酒
、
記
録
資
料
す
べ
て
を

失
い
ま
し
た
。
あ
の
と
き
の
光
景
は
、

自
分
で
も
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い

光
景
で
す
。

地
震
直
後
、
消
防
車
で
避
難
誘
導

を
し
て
い
ま
し
た
。
大
津
波
が
迫
り

い
よ
い
よ
危
な
い
と
い
う
と
き
に
、
消

防
車
を
乗
り
捨
て
て
高
台
へ
避
難
し

ま
し
た
。
逃
げ
切
れ
な
か
っ
た
人
た

ち
を
避
難
指
示
に
よ
っ
て
捜
索
で
き

な
か
っ
た
こ
と
が
悔
い
に
残
り
ま
す
。

現
在
、
手
元
に
あ
る
酒
蔵
の
写
真

は
す
べ
て
、
取
引
先
が
蔵
見
学
時
撮

影
し
た
も
の
が
残
っ
て
い
る
だ
け
で

す
。
取
引
先
に
は
、
で
き
る
だ
け
蔵

に
足
を
運
ん
で
酒
と
風
土
を
理
解
し

て
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
が
、
残
さ
れ

た
写
真
と
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
た

い
こ
と
に
自
分
た
ち
の
思
い
出
が
、

人
さ
ま
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
の
で
す
。

家
族
親
戚
で
米
沢
に
避
難
し
ま
し

た
。
す
べ
て
が
流
さ
れ
て
酒
な
ん
て

つ
く
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
も
、
あ
の
こ
ろ
（
３
月
）
雪

が
ふ
っ
て
寒
か
っ
た
の
で
、
「
ま
だ

酒
が
造
れ
る
な
。
」
と
い
う
話
し
は

し
て
い
た
ん
で
す
。
そ
の
と
き
、
前

か
ら
お
つ
き
あ
い
の
あ
っ
た
南
会
津

町
の
蔵
元
で
酒
を
１
本
仕
込
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
米
は
地
元
請
戸

で
契
約
栽
培
を
し
て
い
た
同
じ
品
種

を
用
い
、
県
の
試
験
場
に
残
っ
て
い

た
蔵
独
自
の
酵
母
で
仕
込
み
ま
し
た
。

水
が
違
う
の
で
全
く
同
じ
酒
と
い
う

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

「
壽
」
の
味
は
出
せ
ま
し
た
。

７
月
上
旬
に
で
き
た
酒
は
約
２
、

０
０
０
本
余
り
。
地
元
の
方
々
に
気

持
ち
を
い
た
だ
き
、
つ
な
ぐ
の
に
精

一
杯
だ
っ
た
だ
け
に
、
「
壽
が
飲
み

た
か
っ
た
。
」
と
い
わ
れ
た
と
き
に

は
涙
が
流
れ
ま
し
た
。

わ
が
家
は
、
１
８
３
０
年
ご
ろ
か

ら
続
く
造
り
酒
屋
で
す
。
ず
っ
と
地

元
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
っ
て
き
た
自

負
が
あ
り
ま
す
。
自
分
自
身
も
前
勤

務
先
の
あ
る
奈
良
県
か
ら
戻
っ
た
と

き
、
浪
江
の
良
さ
を
す
ぐ
実
感
し
、

酒
造
り
を
通
し
て
他
の
文
化
圏
に
情

報
を
発
信
で
き
る
立
場
に
よ
ろ
こ
び

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
暑
す
ぎ
ず
、

寒
す
ぎ
ず
、
季
節
ご
と
に
豊
か
な
恵

み
あ
ふ
れ
る
風
土
、
人
々
の
営
み
が

懐
か
し
く
て
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
「
酒
づ
く
り
」
を
行
な

っ
て
ゆ
く
上
で
場
所
の
問
題
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
ま
だ
拠
点
探
し
の
最
中

で
、
自
分
が
思
う
よ
う
な
良
い
環
境

は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
震
災
後
、
た
く
さ
ん
の
方

の
支
援
と
応
援
を
受
け
た
こ
と
が
、

私
の
強
い
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
り
財
産

と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
新
し

い
酒
造
り
は
存
分
に
こ
の
思
い
を
発

揮
し
た
酒
で
あ
る
こ
と
、
浪
江
の
復

興
そ
し
て
文
化
継
続
に
向
け
た
場
づ

く
り
、
き
っ
か
け
づ
く
り
に
少
し
で

も
貢
献
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

鈴木　大介さん
取材者：元気玉プロジェクト実行委員会  江川
取材日：８月15日

自分たちの酒づくりを存分にやっていきたい
福島県

家族とともに山形県米沢市に住み、南会津の蔵元で、残された
酵母から「壽」をつくった

▲南会津で仕込んだ「壽」は発売後すぐに完売

ことぶき

������������������

３
月
11
日
の
地
震
の
後
、
息
子
の

貴
徳
は
請
戸
港
に
あ
る
船
を
係
留
す

る
た
め
に
す
ぐ
に
請
戸
港
に
向
か
っ

た
が
、
道
で
偶
然
会
っ
た
漁
師
仲
間

に
「
津
波
だ
か
ら
だ
め
だ
。
」
と
言

わ
れ
す
ぐ
に
引
き
返
し
難
を
逃
れ
る

こ
と
が
で
き
た
。
12
日
の
朝
に
防
災

無
線
で
避
難
指
示
が
あ
り
、
川
俣
小

学
校
ま
で
家
族
10
人
で
避
難
し
、
親

戚
を
頼
っ
て
山
形
県
最
上
町
に
来
た
。

２
、
３
日
経
っ
て
落
ち
着
い
た
ら
自

宅
へ
帰
れ
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

こ
ん
な
こ
と
に
な
る
と
は
思
っ
て
も

み
な
か
っ
た
。
今
不
安
な
の
は
、
先

が
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
。
故
郷
へ

帰
れ
る
の
か
、
そ
れ
が
い
つ
ご
ろ
な

の
か
…
。
震
災
か
ら
１
カ
月
は
精
神

的
に
つ
ら
く
、
上
を
見
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
数
カ
月
は
息

子
が
重
機
の
勉
強
を
し
大
型
特
殊
免

許
を
取
得
し
た
り
、
地
元
の
漁
協
の

会
議
に
出
た
り
、
上
を
向
き
町
の
復

興
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
探
し
て

い
た
。
現
在
、
息
子
は
東
京
で
の
仕

事
が
決
ま
り
、
９
月
か
ら
家
族
と
離

れ
て
暮
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
一
度

は
あ
き
ら
め
か
け
た
県
の
野
球
大
会

へ
、
皆
さ
ん
の
協
力
と
熱
い
想
い
で

参
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
楽
し
み
に

し
て
い
る
。

自
分
は
や
は
り
、
ま
た
船
長
と
し

て
海
に
戻
り
、
浪
江
で
暮
ら
し
た
い
。

海
か
ら
昇
る
朝
日
が
懐
か
し
い
。
こ

れ
ま
で
浪
江
で
漁
師
と
し
て
生
活
を

築
い
て
き
て
、
息
子
に
船
を
任
せ
て

頑
張
る
べ
と
い
う
と
き
の
震
災
だ
っ

た
。
放
射
能
さ
え
お
さ
ま
れ
ば
ま
た

漁
に
出
ら
れ
る
と
も
思
う
が
、
漁
業

を
再
開
し
て
安
心
安
全
な
魚
を
捕
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
不
安
で
い
る
。

４
歳
と
８
歳
の
孫
は
、
と
き
ど
き

「
お
う
ち
に
か
え
り
た
い
」
「
も
う

お
わ
り
に
し
よ
う
」
と
言
う
が
、
２

人
と
も
避
難
先
で
小
学
校
に
通
い
友

だ
ち
も
で
き
た
。
子
ど
も
な
が
ら
た

く
さ
ん
我
慢
し
て
い
る
と
思
う
。

最
上
町
の
皆
さ
ん
は
い
い
人
ば
か

り
で
、
散
歩
に
行
け
ば
お
茶
飲
ん
で

い
け
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
り
、
多

く
取
れ
た
野
菜
を
持
っ
て
き
て
く
だ

さ
っ
た
り
、
町
役
場
の
人
も
よ
く
し

て
く
れ
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
。

い
つ
ま
で
も
お
世
話
に
な
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る

が
、
ど
こ
に
帰
る
と
い
い
の
か
と
戸

惑
う
。

自
分
や
息
子
た
ち
に
と
っ
て
は
人

生
設
計
が
で
き
な
い
こ
と
が
一
番
つ

ら
い
の
で
、
放
射
能
に
関
す
る
信
頼

で
き
る
情
報
が
今
は
一
番
ほ
し
い
。

浪
江
町
の
皆
さ
ん
、
ば
ら
ば
ら
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
が
お
互
い
に
苦
し

い
不
安
な
状
況
を
乗
り
越
え
て
、
ま

た
き
っ
と
浪
江
町
で
会
い
ま
し
ょ
う
。

叶谷　勇郎さん・タケ子さん
取材者：特定非営利活動法人山形の公益活動を応援する会・アミル
　　　　齋藤・柴田
取材日：８月13日

お互いに苦しい不安な状況を乗り越えましょう
また浪江町で会いたいです

山形県

　３月17日にご家族10人で親戚を頼り山形
県最上町へ避難。叶谷さん親子は請戸漁港の
漁師。父勇郎さんの船「万寿丸」が津波に流
されまだ見つかっていない。船の写真を大切
にし、見つかることを願っている。息子の貴
徳さんは浪江町野球チームの監督を務め、９
月に行われる「福島県市町村対抗野球大会」
に出場する予定。「こんなときだからこそ自
分たちが野球を頑張って町のみんなに元気に
なってもらいたい。」と話す。

▲５月の一時帰宅の際に持ち帰った『漁船「万寿丸」』の船出

写真と、夫婦一緒に。
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浪江のこころ通信

志賀　雄一さん
取材者：特定非営利活動法人ビーンズふくしま  豊田
取材日：８月10日

浪江の文化活動の再開を祈って
福島県

3
4
2
年
も
の
伝
統
を
持
つ
大
堀
相
馬
焼
き
の

里
に
は
、
昔
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
い
た
。

伝
統
と
は
、
地
域
の
文
化
で
あ
り
、
地
域
の
つ

な
が
り
だ
と
考
え
て
い
る
。
だ
か
ら
、
震
災
と
避

難
の
た
め
に
、
そ
の
絆
が
壊
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と

は
、
と
て
も
残
念
で
な
ら
な
い
。

大
堀
地
区
は
、
米
が
お
い
し
く
、
高
瀬
川
渓
谷

の
眺
め
と
き
れ
い
な
水
が
あ
り
、
空
気
は
澄
ん
で

蛍
が
乱
舞
す
る
と
て
も
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で
、

ひ
と
こ
と
で
は
言
い
表
せ
な
い
愛
着
が
あ
る
。

平
成
14
年
に
開
館
し
た
「
陶
芸
の
杜
お
お
ぼ
り
」

の
周
辺
に
は
、
桜
や
紫
陽
花
、
さ
る
す
べ
り
な
ど

の
木
を
植
え
て
、
手
入
れ
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
だ
っ

た
だ
け
に
、
悔
し
い
思
い
で
仕
方
が
な
い
。

ま
た
、
昔
か
ら
船
乗
り
の
守
り
神
と
さ
れ
、
請

戸
の
港
に
戻
る
際
の
目
印
と
さ
れ
た
「
戸
神
山
」

に
は
十
二
支
（
干
支
）
の
石
像
が
祀
ら
れ
て
い
た

が
、
損
傷
が
激
し
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
仲
間
た

ち
と
干
支
を
描
い
た
陶
板
を
焼
い
て
1
0
0
㎏
を

超
え
る
自
然
石
に
は
め
込
ん
だ
新
た
な
十
二
支
像

を
作
成
し
た
。
急
な
登
山
道
沿
い
に
力
を
合
わ
せ

て
設
置
し
た
こ
と
も
懐
か
し
い
思
い
出
だ
。

こ
う
し
て
、
地
元
の
話
を
し
て
い
る
と
地
域
の

み
ん
な
の
顔
が
浮
か
ぶ
。
実
際
に
仲
間
の
顔
を
見

て
話
し
が
で
き
た
ら
、
き
っ
と
元
気
で
や
り
直
せ

る
と
信
じ
て
い
る
。

千
年
に
一
度
の
大
災
害
と
い
う
が
、
以
前
の
大

堀
地
区
を
取
り
戻
し
、
い
つ
か
復
興
し
た
な
ら
ば
、

つ
ら
い
こ
と
も
思
い
出
話
に
し
て
、
み
ん
な
で
う

ま
い
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
い
。

みなさんのご支援を胸に、早く浪江に帰ってすきな歌を思いきり唄いたい

私は今、妻と92歳の母の３人で二本松の促進住

宅で過ごしています。　

大地震発生のとき、私たち家族は浪江町樋渡の

自宅にいました。パソコンで作業をしていたところ、

気がつくと落ちてきた柱時計を抱いて横になって

いました。まもなく防災無線で津波の知らせを受け、

かけつけた妹と４人で山の中にある野菜直売所に

避難しました。その日は妹の家に泊まり、次の日

は原発事故の知らせで、そのまま４人で津島に避

難しました。翌日の朝早く、川俣高校体育館に避難、

妹は東京へ移動。私たち３人はここで２泊、翌日

甥が迎えに来て仙台に移動。物資がほとんど無い中、

アパートに半月ほど生活した後、４月から二本松

市に来ました。財布も免許証も持たず逃げて来た

のに、今は沢山の支援物資をいただきながら生活

できることに大変感謝をしています。

今、望むことは、なんと言っても早く原発事故

が収束して、愛する故郷へ帰ることです。これは

浪江の町民のみならず、近隣の町民のみなさんが、

胸が熱くなるほど望んでいることです。そして、

一刻も早く町の復興の出発点に立たねばなりません。

私にとって残念なことが一つあります。私は浪

江町芸術文化団体連絡協議会の代表を務めさせて

いただきながら、今は何もできないことです。そ

んな中、私の所属している合唱団員と一人一人連

絡をなんとか取り合って、「合唱団だより」を発

行することができました。さらに先日、福島市で

交流会を開き、団員のみなさんと再会の喜びを分

かち合うことができました。

浪江町には50団体を超える芸術文化団体があり

ます。その団体の方々もあきらめずに、浪江に帰

ることを祈念して過ごして欲しいと願っています。

８月に浪江町の盆踊り大会が開かれたことは、大

きな励みになったことと思います。町長をはじめ

として職員のみなさん、商工会のみなさんお世話

さまでした。

被災され、あるいは絶望の中にいる方もおられ

るかも知れませんが、近い将来必ず浪江町に帰る

日が来ることを信じがんばりましょう。今はそん

なところではないと言われる方も多いと思いますが、

私は浪江町の芸術文化活動の再開を信じ、生活に

励んでいきたいと思っています。
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福島県

半
谷
　
秀
辰
さ
ん

取
材
者:

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
公
益
活
動
　

　
　
　
　
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ  

松
田

取
材
日:

８
月
６
日

復
興
し
た
ら

　
笑
っ
て
酒
が
飲
み
た
い

柴　孝一さん・タケ子さん・強さん・かおるさん
取材者：ちば市民活動・市民事業サポートクラブ  風間・鍋嶋
取材日：８月７日

生きていたら、きっといいことある！
千葉県

　震災後福島県内を転々とした後、東京の親戚に身を寄せ、
６回目にしてようやく現在住んでいる千葉市稲毛区のマン
ション５階に移って来た柴さん一家。今は息子夫婦、３人
の孫とおばの８人で暮らしている。

▲避難している北塩原村のコテージ

前にて

▲左から　孝一さん、孫の孝成くん、タケ子さん、

　かおるさん

大
堀
地
区
に
暮
ら
し
て
25
代
目
、
祖
先
が
焼

き
物
を
は
じ
め
て
15
代
目
を
数
え
る
、
大
堀
相

馬
焼
協
同
組
合
の
組
合
長
さ
ん
。

福
島
市
や
茨
城
県
の
親
戚
宅
を
経
て
、
日
ご

ろ
か
ら
信
頼
し
、
相
談
相
手
で
も
あ
る
窯
元
さ

ん
が
避
難
し
て
い
た
北
塩
原
村
へ
移
り
ま
し
た
。

娘
さ
ん
と
こ
の
春
に
大
学
へ
進
学
し
た
息
子
さ

ん
は
東
京
に
住
み
、
奥
さ
ん
と
ご
両
親
の
４
人

暮
ら
し
で
す
。

■
震
災
で
な
に
も
か
も
が

慣
れ
な
い
狭
い
マ
ン
シ
ョ
ン
暮
ら
し
、

周
り
の
玄
関
は
皆
閉
ま
っ
て
い
る
中
で
、

う
ち
は
浪
江
に
い
た
と
き
の
よ
う
に
今
も

玄
関
は
開
け
放
っ
て
い
ま
す
。
窓
か
ら
玄

関
に
抜
け
る
風
に
、
ふ
る
さ
と
の
浜
風
の

涼
し
さ
と
気
さ
く
な
近
所
の
人
た
ち
と
の

や
り
取
り
を
思
い
出
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
ず
っ
と
働
き
詰
め
で
、
や
っ

と
ゆ
っ
く
り
で
き
る
と
思
っ
た
矢
先
、
震

災
で
被
災
し
ま
し
た
。
老
後
の
暮
ら
し
と

孫
の
将
来
を
考
え
て
建
て
た
ば
か
り
の
家

も
、
お
墓
も
、
そ
し
て
天
秤
を
担
い
で
行

商
し
て
い
た
こ
ろ
か
ら
代
々
受
け
継
が
れ

て
き
た
水
産
会
社
の
工
場
や
大
量
の
在
庫

が
入
っ
た
冷
凍
庫
、
会
社
の
車
、
長
年
注

文
を
く
れ
て
い
た
お
客
さ
ん
の
デ
ー
タ
も

何
も
か
も
す
べ
て
を
無
く
し
ま
し
た
。
会

社
は
、
息
子
が
４
代
目
そ
し
て
小
学
５
年

の
孫
が
５
代
目
と
し
て
続
い
て
い
く
は
ず

で
し
た
。
そ
の

孫
が
震
災
前
の

あ
る
日
、
「
自

分
も
名
刺
が
ほ

し
い
」
と
言
う

の
で
パ
ソ
コ
ン

で
作
っ
て
や
り

ま
し
た
。
喜
ん

で
い
る
姿
が
思

い
浮
か
び
ま
す
。

今
、
手
元
に

あ
る
の
は
震
災

後
、
無
垢
の
床

板
だ
け
が
残
っ

て
い
る
我
が
家

の
様
子
を
映
し

た
何
枚
か
の
写
真
だ
け
で
す
。

■
久
し
ぶ
り
の
再
会

先
日
、
子
ど
も
の
小
学
校
の
卒
業
式
が

あ
り
久
し
ぶ
り
に
福
島
の
み
ん
な
と
再
会

し
ま
し
た
。
み
ん
な
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た

け
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
は
つ
な
が

っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
会
っ
て
い
る

時
間
は
と
て
も
短
く
感
じ
、
改
め
て
「
請

戸
」
を
実
感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
は

千
葉
で
働
き
な
が
ら
「
浪
江
で
は
、
今
頃

は
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
た
な
。」
っ
て

思
い
ま
す
。
そ
れ
は
ふ
る
さ
と
で
の
ち
り

め
ん
じ
ゃ
こ
や
小
女
子
の
作
業
や
お
中
元

や
お
盆
の
忙
し
さ
に
追
わ
れ
な
が
ら
も
穏

や
か
な
日
々
。
こ
れ
か
ら
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
も
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■
あ
り
が
た
い
と
思
う
日
々

震
災
当
時
は
多
く
の
お
客
さ
ん
や
取
引

会
社
の
方
々
が
心
配
し
て
電
話
を
く
だ
さ

っ
た
よ
う
で
す
が
、
無
事
で
い
る
こ
と
を

伝
え
る
手
だ
て
さ
え
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
ち
ら
か
ら
連
絡
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
は
、
千
葉
や
埼
玉
の
お

客
さ
ん
が
心
配
し
て
お
米
や
野
菜
を
持
っ

て
来
て
く
れ
た
り
、
同
業
者
や
築
地
の
方
々

が
お
見
舞
い
に
き
て
く
れ
た
り
、
本
当
に

あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

家
族
が
無
事
で
い
ら
れ
た
こ
と
、
親
戚

の
助
け
が
あ
り
が
た
く
、
こ
れ
か
ら
先
は

ど
う
な
る
か
解
ら
な
い
が
、
「
生
き
て
い

た
ら
、
き
っ
と
い
い
こ
と
が
あ
る
。」
と

信
じ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、「
浪
江
町
役
場
お
よ
び
自
治

体
の
方
々
も
一
生
懸
命
に
お
仕
事
を
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
お
体
を
大
切
に
し
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
伝
え
た
い
で
す
。

こうせい
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出
産
予
定
が
３
月
だ
っ
た
た
め
、

妻
だ
け
震
災
直
後
、
新
潟
市
の
市
民

病
院
に
入
院
し
ま
し
た
。
私
と
私
の

両
親
、
そ
れ
か
ら
妻
の
両
親
は
、
数

日
後
、
新
潟
市
北
区
の
避
難
所
に
行

き
、
し
ば
ら
く
そ
こ
で
過
ご
し
ま
し

た
。
今
後
、
私
の
両
親
は
、
新
潟
市

か
ら
宮
城
県
亘
理
町
で
、
妻
の
両
親

は
東
京
か
ら
南
相
馬
市
で
暮
ら
す
予

定
に
し
て
い
ま
す
。

出
産
時
は
、
新
潟
市
内
の
あ
る
助

産
師
さ
ん
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
体

も
心
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
産
後
、
妻
の
体
調
を
気
遣
っ
て

も
ら
い
、
そ
の
方
の
ご
自
宅
に
一
週

間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
娘
の
菜

乃
巴
は
、
食
道
閉
鎖
症
で
産
ま
れ
、

翌
日
に
手
術
を
し
、
退
院
は
一
カ
月

半
後
で
し
た
。
そ
の
間
も
お
見
舞
い

に
来
て
く
れ
た
り
、
お
知
り
合
い
の

方
を
紹
介
し
て
く
れ
た
り
と
、
妻
と

娘
の
菜
乃
巴
を
実
の
娘
と
孫
の
よ
う

に
可
愛
が
っ
て
も
ら
い
、
現
在
も
深

い
交
流
が
あ
り
ま
す
。

今
不
安
な
こ
と
と
言
え
ば
、
新
潟

の
冬
、
雪
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
二

人
と
も
浪
江
町
出
身
な
の
で
、
雪
の

生
活
に
は
慣
れ
て
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

そ
れ
か
ら
、
地
元
の
方
と
話
を
し

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
地
元
福

島
県
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
見
た

り
す
る
と
、
つ
い
駆
け
寄
り
た
く
な

り
ま
す
。
こ
の
前
は
、
逆
に
声
を
か

け
て
も
ら
い
、
浪
江
出
身
の
方
に
お

会
い
し
ま
し
た
。

新
潟
県
は
、
水
害
、
地
震
と
度
重

な
る
災
害
に
あ
っ
た
経
験
が
あ
る
か

ら
な
の
で
し
ょ
う
か
、
と
て
も
素
早

い
受
入
れ
体
制
を
と
っ
て
い
た
だ
き
、

大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の

出
生
届
と
一
緒
に
、
私
た
ち
夫
婦
は

新
潟
市
に
住
民
票
を
移
し
ま
し
た
が
、

市
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
届
く
の

で
、
今
の
暮
ら
し
に
不
便
は
な
い
で

す
。
逆
に
情
報
が
豊
富
で
、
何
を
選

ん
だ
ら
い
い
か
困
っ
た
と
き
は
、
助

産
師
さ
ん
に
相
談
し
て
い
ま
す
。

浪
江
町
の
情
報
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
調
べ
た
り
、
福
島
県
内
に
い
る

友
人
な
ど
か
ら
電
話
で
教
え
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
し
ば
ら
く
は
新
潟
市
で

暮
ら
す
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
が
、

い
つ
か
娘
を
連
れ
、
ゆ
っ
く
り
と
浪

江
と
実
家
の
あ
っ
た
請
戸
を
懐
か
し

ん
で
歩
け
る
日
が
来
る
こ
と
を
強
く

願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

町
の
情
報
は
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
受

け
取
り
た
い
で
す
。

今
回
の
震
災
で
、
ふ
る
さ
と
の
こ

と
を
と
て
も
尊
く
感
じ
ま
し
た
。
県

外
に
い
る
私
た
ち
の
思
い
や
提
案
を

受
け
付
け
て
も
ら
え
る
機
関
を
設
け

て
も
ら
い
、
絶
え
ず
呼
び
か
け
て
い
っ

て
ほ
し
い
。
も
う
誰
一
人
悲
し
む
こ

と
な
く
孤
立
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
。
そ
う
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

原中　貴弘さん・君枝さん
取材者：（特活）新潟ＮＰＯ協会  富澤
取材日：８月22日

いつかゆっくりと浪江町や実家のあった
請戸を娘と歩きたい

新潟県

　震災発生時、臨月だった君枝さん。新潟
市内の病院にて、菜乃巴ちゃんを出産。貴
弘さんと貴弘さんのご両親、君枝さんのご
両親は一時、新潟市北区の避難所で過ごす。
菜乃巴ちゃんのことを考え、３人で新潟市
に移住を決意。

▲助産師さんから習った「生け花」の前で、原中さんご一家。

な の は
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大
き
な
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
の
は
長

女
の
蓮
果
を
迎
え
に
行
く
車
中
、
ち
ょ

う
ど
信
号
待
ち
を
し
て
い
る
と
き
で

し
た
。「
早
く
迎
え
に
行
か
な
い
と
…
。」

揺
れ
が
お
さ
ま
っ
て
す
ぐ
に
幼
稚
園

に
向
か
い
ま
し
た
が
、
蓮
果
は
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
車
で
周
り
を
探
し
て

い
る
と
、
ち
ょ
う
ど
幼
稚
園
の
先
生

に
会
っ
て
、
娘
が
高
台
に
避
難
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
無
事
だ
っ

た
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
、
そ
の
日

は
家
で
寝
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
翌
日
、

朝
か
ら
家
の
片
付
け
を
し
て
い
る
と

避
難
指
示
が
出
て
、
そ
の
と
き
は
ち
ょ
っ

と
出
か
け
る
く
ら
い
の
気
持
ち
で
服

な
ど
を
持
っ
て
逃
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

津
島
、
本
宮
を
経
て
新
潟
県
柏
崎
市

西
山
に
避
難
し
ま
し
た
。

夫
と
と
も
に
一
時
帰
宅
を
し
た
と
き
、

草
木
が
無
造
作
に
伸
び
き
っ
て
い
る

町
を
見
て
「
た
っ
た
５
カ
月
で
こ
ん

な
こ
と
に
…
何
年
も
経
っ
た
ら
ど
う

な
る
ん
だ
ろ
う
。」
と
い
う
不
安
を
感

じ
ま
し
た
。
い
つ
戻
れ
る
か
わ
か
ら

な
い
し
、
先
の
こ
と
は
何
も
わ
か
ら

な
い
。
で
も
、
今
い
る
場
所
は
違
っ

て
も
浪
江
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
生
き

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
請
戸
の
児
童
館
の
先
生

方
、
娘
を
迅
速
に
避
難
誘
導
し
て
く

だ
さ
り
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

村
岡
　
由
果
さ
ん

取
材
者:

中
越
沖
復
興
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク  

水
戸
部

取
材
日:

８
月
17
日

今
い
る
場
所
は
違
う
け
ど
、

浪
江
の
こ
と
を
忘
れ
ず
生
活
し
た
い

　地震発生時、幼稚園に子どもを
迎えに行っていた村岡さんは、子
どもの安否が第一に頭に浮かんだ。
幼稚園の誘導で無事に避難してい
た子どもたちと夫、親族とともに
避難所を転々としながら、現在は
新潟県柏崎市で生活している。

▲村岡さんと 長女 蓮果ちゃん（左）、

　　　　　　 次女 果音ちゃん（右）

新潟県

れ
ん

か

取材者：ちば市民活動・市民事業サポート
　　　　クラブ  風間・鍋嶋
取材日：８月５日

いつかまた、家族みんなで一緒に暮らしたい

震災前、４世代同居の家族10人で生活していた石
井さん一家。現在は、相馬市、二本松市、ひたちなか
市（茨城県）、市原市（千葉県）の４カ所に分かれて
避難生活を送っている。
４月２日から夫の博和さん、７歳、４歳、３歳の子
どもたちと市原市の団地で生活中。

私は、職場で震災にあい、一度も家に戻らず福島

県外に避難しました。同じ浪江町に嫁いでいた妹が

臨月のお腹でしたので、とにかく早く遠くへ避難し

たかったのです。はじめの３週間は、叔母の暮らす

埼玉に全員で避難しました。妹は、３月24日草加

市立病院で男の子を無事出産、これからの日本に思

いを込めて大和と命名しました。

小学校２年生の長男、秀人は、１年間通った幾世

橋小学校への思いからか「新しいランドセルはいや。」

と言うので、浪江町の自宅に夫が一時帰宅した際に

ランドセルを持ち帰りました。今では友だちもでき、

サッカークラブにも入部、少しずつ千葉での生活に

慣れつつあります。

蛍が飛びかい、子どもの好きなカブトムシがいっ

ぱい採れた自然豊かな浪江町。祖母お手製のもろみ

に鮭やきゅうりを漬けて、祖父が作ったお米のご飯

とともに、おいしく食べたことなど思い出します。

浪江町には思い出がたくさんあります。小学校、中学

校、高校といっしょにソフトボールをやった仲間や近

所の人たち、親戚…会いたい人は、たくさんいます。

慣れない団地住まいで、子どもたちが部屋で走り

回るたびに、上下の部屋に住む方々に迷惑にならな

いようにと、気遣いをしています。でも、大人のふ

んばる姿を子どもたちに見せることが、いつか子ど

ものためになると信じています。今回の震災での困

難は、乗り越えられる試練と思っています。

いつかまた、家族みんなで一緒に暮らすことがで

きたらと願っています。

千葉県

石井　悠子さん

やま と

しゅう と

れん か

か のん
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